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3∴定式化   

まずほぼ［1】と同様に次を定義する．  

♭  ＝（起・終点を行き来する頻度）【台／（人2・揖】  

＝ム（，〃‾γ （れ，γは正のパラメータ）  

〃  ＝（郡市人口）［人］  

c   ＝（単位幅員，時間当たり通行台数）【台／（km心］  

β（「）＝（半径rでのネットの人口密度）［人／kd】  

＝β。eXp（－αr）  

β。＝（都市中心部でのネットの人口密度）［人／kd】  

α  ＝（人口減衰のパラメータ）［1／玩】  

／（「）＝（都市中心から距離rでの居住面積率）  

半径r（左）＜r≦尺）でその内側に微′J、帽drをもつ円環  

領域Cを考える．交通需要を満たす条件は，中心からの  

距離「では次が成立しなければならない：  

（実）道路面積 ≧  

C内総走行距離吋）×1台当たり道路幅員c‾】  

（＝渋滞回避に必要な道路面積）．   （1）   

居住地と道路の配分が最適となるのは，（1）式が等号を満  

たすときである．これは（2）式で表される：   

2か「（ト／レ））dr＝C‾1・りr）（dr→0），  

1－州＝鮒g（ヰ坤∫）d∫・（2）  

ただしg（r），ゐ（r）は次の通りである：   

g（「）＝β（r）／（r）「，  （3）   

r 片   

町）＝方†g（∫）血・（方－2）Jg（∫匝＋2g（r）r・（4）  

1．はじめに   

自動車交通の増大に伴い，道路網は交通需要を十分に  

処理できなくなり，日常的に渋滞が発生している．交通  

渋滞の発生を防止するためには，道路を増やせばよい．  

しかし道路の増大は居住地の削減を意味する．このトレ  

ードオフを前提とした平衡点が重要なのである．田口【1］  

では，直線距離を前提として，都市中心からの道路面積  

率を計算している．   

本研究では調香な放射・環状道路網を有する円形都市  

を仮定し，交通需要を円滑に通過させるという制約下で  

の理想的な居住地と道路の配分割合を考察する．具体的  

には以下を想定する：  

□ 人々は自動車によって放射■環状路での最短経路を  

移動する．  

口 都市内の人々の移動の発生は距離や時間に依存せず，   

都市全体で一定である．  

□ 居住地と道路は同一平面にある．   

結論として以下の新たな指針を示す：  

■ 都市中心部に非居住地域を設けることが，渋滞解消  

の手段となりうる．ただし中央環状路は膨大となる．  

t 高架環状路の設置により中央環状路の幅員を抑制  

できるが，両環状路の幅員合計はほぼ一定である．   

2．都市の概形  
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居住可能地域  

非居住地域  

中央環状路   

フリースペース  

図1都市の概形  

放射・環状道路網の持つ樽性として，都市中心部の交通  
量が周辺地域に比べて格段に多い．そのため中心点の近  
傍を全て道路用途に利用しても交通需要を処理できない．   

そこで半径R［km］の都市の中心部に，半径Th［km］の同  
心円の非居住地域を設ける．半径ちの内側に幅員ズ。  

［km】の中央環状路を設け，その内側の半径ち一方。［km】の円  
盤はフリースペースとし，居住地や道路は存在しない．  
中央環状路は，起・終点のなす角が2rad以上のトリッ  
プにおける中心部の交通を処理することになる．  

〔1  

境界条件より，次を定義する：   

／（尺）＝1．  

都市人口は次の通りである：   

Ⅳ＝2方fg（「）dr・  

（5）  

（6）  

（4）式第l，2項が放射路を，第3項が環状路を表すので，  

環状道路率わ（「）は次の通り表される：  
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6．計算例  
2g（r）r（1一什））  

（7）  わ（r）＝   

ん（「）   

中央環状路の幅員ズ。は（1）式同様の条件より，次の通り  

に計算される：  

（方：－4）あ（，〃2‾γ  
（8）  ・Tll＝  

4方2c   

4．計算方法  

（2），（5）式の解析解を得るのは難しいので，数値的に解  

く．図2のように節点をとり，各節点における関数値を  

パラメータとする折れ線関数を／（r）の近似関数とする．  

この近似関数を（カ式に代人し，変形の正割法にて近似解  

を得る．なお中心付近の2節点の間隔を微小にとり，そ  

の関数値は等しいものとする．計算には  

mMCAVbr．4．1を用いた．   

結果を図3左列に例示する．このように中心での放射  

道路率が極端に大きくなるのである．  

J（r）  

放射道路率  

環状道路率  

左列：高架環状路なし 右列：高架環状路あり  

図3 計算例  

図3の計算例では，次の値を用いた．  

尺＝50【加］ち＝却血］〔＝10【血】転＝5・10‾IO  

γ＝O c＝3000Oq台／（加・h）］α＝ql／血］  

そして〃＝3・107［人］を満たすようにβ。を設定した．   

道路面積率，放射道路率は中心に近いほど大きい．環  

状道路率は，都市中心から離れた地域で最高値を取る．   

高架環状路の導入により，道路面積率，放射道路率で，  

中心付近での値の減少が確認できる．環状道路率につい  

ては，導入の影響がほとんど見られない．   

中央環状路，高架環状路の幅員は次の通りである．   

高架環状路なし ズ。＝0．223【叫   

高架環状路あり も＝0．0169［血］，ろ＝0．2鵬［血］   

7．おわりに   

本研究で算出した放射・環状道路率を基にした，新都市  

の放射・環状道路網の設計例を，当日発表する予定である．   
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尺  

図2／（r）の近似関数とする折れ線関数   

5．高架環状蕗の導 入   

前節での中心部の過大な交通量を抑制するために，中  

央環状路に加えて新たに半径1の高架環状路を1本設置  

してみよう．その際以下の条件を想定する．  

口 移動の起・終点がともに高架環状路の外側にあると  

きは，高架環状路の内側を通過してはならない．  

これは，都心部での通過交通を排除する規制を意味して  

いる．定式化の手順は3節と同様なので割愛する．この  

とき中央環状路と高架環状路の幅員の合計は，次の通り  

となる：  

（方2－4）互〃2－γ  

（9）  ズ0＋ろ＝   
4方2c   

（8）式と（9）式とでは，都市人口〃の値こそ異なるがほぼ  

等しくなる．つまり中央環状路と高架環状路に必要な幅  

員の合計は変わらないことを示している．これは高架環  

状路を複数本設置した場合にも同様である．  
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